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国
民
が
裁
判
員
と
し
て
刑
事

裁
判
に
参
加
す
る
「
裁
判
員
制

度
」
が
、
平
成　

年
５
月
か
ら

２１

始
ま
り
ま
す
。

　

国
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
や
感

覚
が
裁
判
の
進
め
方
や
内
容
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
で
、
裁
判
全

体
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、

裁
判
が
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
、

司
法
へ
の
信
頼
が
高
ま
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

裁
判
員
制
度
と
は

　
　

歳
以
上
の
国
民
（
有
権
者
）

２０
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
６

人
の
裁
判
員
が
、
３
人
の
裁
判
官

と
と
も
に
刑
事
裁
判
の
審
理
に
立

ち
会
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪

か
、
ま
た
有
罪
の
場
合
は
ど
の
よ

う
な
刑
に
す
る
か
を
判
断
す
る
制

度
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
の
対
象
と
な
る
事

件
は
、
殺
人
や
強
盗
致
傷
等
の
重

大
事
件
で
す
。
裁
判
に
か
か
る
日

数
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
の
内
容
で

異
な
り
ま
す
が
、
約
７
割
の
事
件

が
３
日
以
内
に
終
わ
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

裁
判
員
の
選
ば
れ
方

　

裁
判
員
は
図
①
の
と
お
り
、
各

地
方
裁
判
所
ご
と
に
選
ば
れ
ま
す
。

　

な
お
、
裁
判
所
に
出
向
い
て
い

た
だ
い
た
場
合
に
は
、
所
定
の
日

当
と
交
通
費
（
必
要
な
場
合
は
宿

泊
費
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
場
合

　

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
で
初
め
て
成
り
立

つ
制
度
な
の
で
、
原
則
と
し
て
辞

退
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
裁
判
員
法

が
定
め
る
辞
退
事
由
に
該
当
す
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
辞
退
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
名
前
や
住
所
な
ど
裁
判

員
を
特
定
す
る
情
報
は
、
裁
判
員

自
身
も
含
め
、
公
表
し
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

裁
判
員
へ
の
接
触
や
働
き
か
け
を

防
ぎ
、
裁
判
員
自
身
を
保
護
す
る

と
と
も
に
、
裁
判
の
公
平
さ
を
確

平成２１年５月から

裁判員制度が始まります

図①　裁判員の選ばれ方

裁判員候補者名簿の作成�

各地方裁判所ごとに、翌年の裁判員候補者名簿が作成さ
れます。�

候補者への通知・調査票の送付�

候補者へ裁判員候補者名簿に記載されたことを通知し、
調査票を送付します。調査票に必要事項を記入して返送
してもらい、明らかに裁判員になることができない人や、
1年を通じて辞退事由が認められる人は、裁判所に呼ばれ
ることはありません。�

裁判員候補者の選定�

事件ごとに、裁判員候補者名簿の中から、くじで裁判員候
補者を選びます。選ばれる人数は事件ごとに異なりますが、
通常、1件当たり50人～100人程度です。�

選任手続期日のお知らせ・質問票の送付�

選ばれた候補者へ選任手続期日のお知らせ（呼び出し状）
と質問票を送付します。質問票に必要事項を記入して返
送してもらい、辞退が認められる場合には呼び出しは取
り消されます。�

選任手続き�

選任手続期日のお知らせ（呼び出し状）を受け取った候補
者は、選任手続きのために裁判所へ出向く必要があります。
そこで、裁判長から辞退希望の有無についてなどの質問
が行われます。この手続きは、候補者のプライバシーを保
護するため、非公開となっています。�

６人の裁判員を選任�

最終的に６人の裁判員が選ばれます（必要な場合は補充
裁判員も選任）。通常であれば、午前中に選任手続きを終
了し、午後から審理が始まります。�

前年の秋ごろ�

前年の�

12月ごろまで�

原則、裁判の�

６週間前まで�

裁判の当日�

�
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保
す
る
た
め
で
す
。

　

家
族
や
親
し
い
人
、
ま
た
休
暇

を
取
得
す
る
た
め
に
上
司
等
に
話

す
こ
と
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

裁
判
員
の
役
割

　

裁
判
員
は
、
裁
判
官
と
と
も
に

公
開
の
法
廷
で
の
刑
事
事
件
の
審

理
に
立
ち
会
い
、
証
拠
書
類
の
取

り
調
べ
、
証
人
や
被
告
人
に
対
す

る
質
問
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
裁
判
官
と
一
緒
に
評

議
・
評
決
し
ま
す
。
議
論
を
尽
く

し
て
も
全
員
の
意
見
が
一
致
し
な

か
っ
た
と
き
は
多
数
決
で
結
論
を

出
し
ま
す
（
裁
判
官
一
人
以
上
が

多
数
意
見
に
賛
成
す
る
こ
と
が
必

要
）。

　

裁
判
長
の
判
決
宣
告
に
立
ち
会

い
、
裁
判
員
の
役
割
は
終
了
し
ま

す
。

　

な
お
、
裁
判
の
公
平
さ
や
信
頼

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
裁
判
員

や
裁
判
官
が
評
議
で
自
由
な
意
見

を
言
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
裁

判
員
に
は
評
議
の
内
容
や
職
務
上

知
り
得
た
内
容
に
つ
い
て
の
守
秘

義
務
が
課
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

公
開
の
法
廷
で
見
聞
き
し
た
内
容

に
つ
い
て
は
基
本
的
に
話
し
て
も

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

岡
山
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係
（
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２
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）

国際姉妹都市

アメリカ・トロイ市
 からのお客さま
― ビーミッシュ市長らが市民と交流 ―

　４月９日から１２日までの日程で、国際姉妹都市縁組を結んで
いるアメリカ合衆国オハイオ州トロイ市から、ビーミッシュ市
長ら６人が本市を訪れました。
　滞在中、市内の児童福祉・教育施設を中心とした視察や市民
の皆さんと交流し、親善を深めました。

＜トロイ市公式訪問団＞
マイケル・ビーミッシュ市長、バージニア・ビーミッシュ市長夫人、
チャールズ・コックラン商工会議所会頭、リーザ・コックラン会頭
夫人、パトリック・ティタリントン副市長、アレックス・ハラ通訳
の６人の皆さん。

▲保育園児との交流
有漢保育園では園児たちが国旗を振りながらお出
迎え。色紙で作った首飾り、新聞紙で作ったかぶ
とのプレゼントがあり、ビーミッシュ市長夫人は

お礼に「春が来た」を日本語で歌いました。

▲さらなる友好を誓って植樹
有漢スポーツパーク・グラウンドゴルフ場に、
両市長をはじめ一行と有漢グラウンドゴルフ協
会の皆さんで、「はなみずき」の苗木を植樹しま
した。

警察署では

▲

道場で柔道・剣道の訓練を見学。
ビーミッシュ市長は剣道具をつけ、
面打ちなどの技を習いました。

▲成羽中学校では
英語の授業に参加した一行は６つの班
に分かれ、生徒と英語で会話しながら
簡単な工作に挑戦しました。

�


